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高専の教科に関する一私見
一電気工学科における一

土 井 政 則＊

1. はしがき

 高専に関して，種々の:文献1)・2)・3)・4)・5)・6)・7)・8)・9)に詳し

く出ているが，教科の内容や教科のあり方について，核

心を具体的についたものは少ない. 急速な技術の進歩・

社会の変化に強い技術者に育つべき学生に，豊かな入間

性10)広い視野，そして専門に対する理解と創造力を与え

ることは当然のことであるが，単に現用技術を知識とし

て総花的に与えるだけでは，それらを融合させ，実現さ

せるのはむずかしい. 具体的に，効果的にそれらを融合

させ，実現させるために，高専教育の特長とされる一貫

性を生かす11)一・一方法を提案したい. 本文では問題の焦点

を電気工学科に当て，次の三点に絞って考える. 

 1)専門へ到る関門としての電気磁気学

 2)講義と実験

 3)卒業研究

2. 技術教育と社会

 今日，各国において盛んに教育に関する議論がなされ

ているが，過表において今日程，教育について論じられ

たことはなかったであろう. そして，この論議は，時間

的空間的に人間，あるいは社会を把握せずに，皮相的に

論議が行われる限りにおいては，今後，ますます激しく

なって行くだけであろう. なぜなら，社会の急激な変化

が教育を大き・な問題にしたて，科学技術の瞠目的な進歩

と膨脹が社会に急激な変化をもたらしているからであ

る. 

 その巨大な科学技術という台風は個人の手だけではど

うにもなるものではなく，したがって，社会の急激な変

化も個人の手におえるものではない. 人間が直接に社会

を変化させた時代とは異なり，人間が科学技術を仲介に

して社会を変化させているという今までとは異質の歴史

観，妓術観，世界観が必要と思われる. 12)・13)・14)・15)・16)・

17)，18)

 その台風の眼に位置する科学技術教育が，自らの影響

で変化し，例えば，米国では1956年に組織されたPhysi

cal Science Study Committeeを皮切りに，種々の

分野で組織化され，PSSC物理19).  CHEMS化学20)CB

A化学21)BSCS生物22)SMSG23)等の新しい内容を盛っ

たテキストと実験書が出されたことは衆知のことであ  ・

る. 

 ところが，我が国では，教育の問題が勤務評定，学力

テスト，入学難，入学試験制度，授業料値上げ，Vスプ

ロ教育，補習授業，学習塾というように，教育の手段の

方に議論が集中した観があり，肝心の教育の内容や教育

の効果に対する検討，議論がおろそかにされすぎている

ように思われる. 

 その原因は，教育内容やその効果についての検討は専

門家，つまり，研究者と教育者とが一つの組織の中で協

力してはじめて可能になるのだが，前者は先進国の知識

を吸収するのに忙しく，後者は次の組織へ生徒，学生を

送り出すことに追われていて，両者とも，明日の御馳走

'より今日の粗食を，という状態におちこんでおり，そし

てそれは社会が教育の価値を正しく評価していないこと

から生じている. このことは，教育の効果を評価するこ

とがむずかしいせいだけではないように思う. 
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 社会と研究と教育の間の密接な関係は上図のように示

すことができるだろう. とのうちど(b央が折れても社会

の発展は望めない. 日本においては，経済の底だけでな

く，''日本人の教育に対する意識の底もまだ浅い. 図から

分るように，:iのことは研究や社会に対する日本人の意

識の低さを露呈している. また，学界の社会に対する働

き'かけが弱いのではないか. 学会が専門分野の研究会だ

けでなく，その専門分野に関する種々のレベルの教育研

究会を創って，. 外国atlのように正面から教育にも取り組

まれなければなちないと思う. ・

5. 問 題 意 識

工業高校・工桑短大・大学の工学部・工拳大学・::そし

て大学院のあるなかで，高専はその一貫教育が特長とし

て示されている. その使命は何か. ，そして，急速な技術

め変化，'社会の案化に対レて，その使命を果す態蓼にど

うかという二つの問題意識を持って考えてみたい≧悪

う. 一. 

 第マの問題意識に対レては・社会の要i畢1)・251・26)にう

られるように). 高専は将来伸び得る中堅拉衛者を送り出

すとζうと考えられている. 技術の進歩に伴い. 六学が

大学院化していくくとは明らかであり，高校との問は嗣

く二方になろうからこのような中堅技術者に対する必要

性は増大しよう. ・その間を嘗めるtg￥)eζは，ぞしgぞ準

歩する技術を琿解し，さらにこれを発展させ1いくため

には，当然のことながら，・基礎科目の充実をはからねば

なるまい. このことは第二の問題意識にからんでいく. 

 学校の申心は教科にあり，将来，視野の広い専門家に

成長すべき学生を教育するのであるから，専門科目を中

心に，教科を講義のみでなく，実験，課外活動，卒業研

究を含めて拡大解釈すべきであり｝更に，講義を一般，

自然科学・専門に分類して考えるべきであるが，ここで

は，電気工学科に限。ζ考察を進酔る. 

 :専門科目授業時間数という量的な比較においては，大

学工学部に勝るとも劣らないというデータが出されてお

り8)・また観力、早柔ゴラムについては二部省試案2)(？A

後累年案とする). 、，. さらに高専協会案5)'(以後第2案とず

る);一が出されて掌り. ・，第2案に対じて'' . SiJの面の考慮を

付e)'加えた案27)(第3案とする)が出されている. 

 それぞれに，高専に対する考え方が出ているが，第3

案とも異ならた考え方(第4案)を出してみたいv

4. 問  題  '点

4一一1 科目間に関連性をもたせる. 特に学生が進級

    レて専門科目に入る時. 

4-2 講義と実験との間の関連性。

4一一3・卒業研鋸

ここでほ以上の三点に絞って考察する. 

5. 問題点に対する考察

4-1に対して■一

 電気科の学生は，まず電気磁気学を通り，回路論を

通って分化した専門に進んでいくわけでありゴそれら

に対する学生の理解度が高専電気科のいろいろな意昧

での死命を決するといっても過言ではないと思う. こ，

の関門を理解を以って通過しないと，学生は能力を有

しながち電気に:対する興昧を失い，学習意欲を失い

28｝，電気工学特有の抽象的な思考方法について行けな

ぐなる. 高専ではこのような学生は補導の対象になっ

てゆく危険性がある. さらに，この関門の高さが問題

になる. 

 このように，電気磁気学は重要な科目なので第1案

では3時間となっているのを，第2案では4時間に増

加させ，第3案においては，3時間だが物理の時間を

増しており，第2案の2年次からはじめ. るのを3年次

にもっていき，内容を高度にしている. との案は理想

に近いが，工学と理学の本質的な相異もあり，工学的

に問題を解決する能力をつくる時間が少なく，不消化

・のまま専門に入ってL)く:ことになるのではなかうう

瓶 もちうん物理の方1'それを十＝r分に考慮セ丁あら

、えればいいが. 

面擦を提示レてみたい・すなわち・第1年春無

気入門と一して，1時間位で電気工学の発建言29)卸131)sa)

33)鋤を物理現象面から教えると，数式を妹とんど使用

せずに電気の現象の本質的なものを理解させることが

で9る≧！彫鋤・時｝4は講義中に簡単な実験を行壁

ぱさらに理解は早くなるだろう. また，発達史を人物

の百からij4. れば，社会と技術との関導性や発明. ・発

見の動機，、. さらに創造の大朔さゑも教えることがで＄

希望1と凍れた・姓の学三三を越たて・在学中

の研学の原動力となり・李晶晶も木！、に役立？1と思

う. もちろん，このための新しいタ、イ. プの教科書を作

秘要がでてくる・第2年次にみったら・電気現象を

工業高校のように一次元的に数式化し，解くことを教

える. そして，これが終れば三次元ベクトル的にモデ

ルluし，. 解くこ≧を豫える. こ一のように，・有機的1こ母

い時間をヵ・けて，(週当りの時間数を増して短期間で

やっては理解度は少ないだろう)初めて，電気磁気学
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という関門を学生は理解をもって通過し，そのレベル

も高くできると考える. また，発達史を通して他の教

科目との関連もおのずからできることになる。これで

こそ，高専の特長とする教育の一貫性ということが生

きてくると思う. 

4一一・2ec対して. 

 実験を有する講義は基礎的なものであるから，実験

は講義の即物的演習とみなして，講義内容と密接に関

連づけるべきことは当然であるのに，単に個々の実習

になってしまいがちである. 特に電気の実験は頭でや

るのでなければ意味がない. いたずらにむずかしい実

験をしたり，項目数を増したりせず，簡単で基本的な

ことに大いに頭を使わせるべき'であると思う. 講義が

単に既存知識や現用技術をつめこむのではなくて，ま

た，実験を実習化させるのではなくて，実験と思考の

組合せが理解と創造に到る唯一一一・・の道だと認識すること

が肝要であり，それに基いた実験指i導書や実験装置を

作るべきであると思う. 

4-3に対して

 実験と思考で教科課程を進めるのが理想であるが，

現実にはむずかしい. そういう意昧で卒業研究がある

のは，その理想実現のための現実的手段として大いに

有効である. 卒業研究を通してあらためて電気工学の

基礎的なことの理解を深め，自主的に立案し解決して

いく方法を学ばせることができる. また，教官と学生

との間を密接につなぐのに大いに有効である. 有形，

無形を問わず卒業研究の有効性は篤き'い. さらにその

有効性を増すために4年次の後半から5年忌と一緒に

卒業研究に入ることを提案したい. 4年次の後期に2

時間程の時間塗まわせば，卒業研究の全体の時間はそ

のままでも，このシステムの卒業研究からは種々の効

果が生まれてくると思う. そのやり方は個々の教官の

考え方やテーマによって異ってくるだろうが，このシ

ステムにより，前述の卒業研究の効果を一層高いもの

にし，また，上級生と下級生の間のつながりも研学を

通して強められる等の効果も出てくるだろう. 

6. む  す  び

 高専での電気工学科は，大学における電気工学科，通

信工学科，電子工学科，制御工学科の四科にわたる広範

囲を一科でカバーしなければならない. しかも急速な鼓

術の進歩の中心に位置する電気工学(特に弱電部門)の

進歩は激しく，袖象的な鍵論を武器とする電気工学を物

理・数学の基礎の確立していない，そして，心身共に著

しく変わる時期の学生に理解させるのはむずかしいが，

それだけにやりがいのある仕事でもある. 

 (1)電気工学の範囲が急速に広く，深くなっていくの

  に応じて大学では実験の時間を減らして講義にかえ

  ていく傾向にありse)37)，実験時間数の多い高専の意

  昧がはっきりする. しかし，旧聞数の多いことが逆

  効果になりがちであるので，それに対しては，5. で

  考えた. 

 (2)今日，学校において教師と学生の間が疎遠になつ

  ているとよくいわれるが，これに対しても，5の卒

  業研究のところで考えたように，疎遠ではなくて親

  密であることが高専の特長になり得よう. 

 (3)電気工学科のうち重要な位置を占める電磁気学に

  対しては，5. のところで対策を考えた. 

 以上では他科科目に関しての考察を割愛した. また教

科にふれるからには，図書館についても言及すべきであ

るが，すでに有明高専において，実に詳しく検討され発

表されているse)ので割愛する。

 完成年度に達し，最も重要な時期を迎えた高専の教科

について，浅学をかえりみず敢えて稿を草した. 

 終りに，快よく資料を貸して下さった方々に感謝しま

す. 特に，多くの資料と有益な助言をいただきました本

校の嶺助教授に深謝の意を表します. 
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